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ここで言う簡易人口モデルとは、“５年ごとに男女５歳階級別人口を推計する簡易人口

モデル〔コーホート・コンポーネント法の簡便版〕”と“５年ごとに経済状況をシミュレ

ートする〔計量経済モデル〕とを連動させた計量モデルのことであり、最初（1978 年）、

ダニエル=スーツ（Danie B. Suits）によって構築された。 

普通、人口経済計量モデルと言えば、各年の男女年齢（各歳）別人口を推計する人口モ

デル〔コーホート・コンポーネント法〕と各年の経済状況をシミュレートする〔計量経済

モデル〕を連動させたモデルのことを指す。このモデルは、各歳別の人口等の膨大な時系

列データを扱わなければならず、一研究者が構築するには困難が伴う。 

これに対して、簡易人口経済計量モデルには、①小型のモデルであるために、比較的容

易に構築でき、操作性にも優れている、②その基本構造は通常の人口モデル・計量経済モ

デルと同じであるため、信頼性のある結果が得られる、したがって、③研究者が理論的に

導出した仮説の妥当性を、短期実のうちに検証できる、といった長所がある。 

 これまで、筆者は、日本の簡易人口経済計量モデルを構築し、これによるシミュレーシ

ョン分析を通して、明治期における人口変動と経済発展との関係等を考察してきた。 

 本研究は、こうした経験を踏まえた上で、人口データ・経済データに制約のある東南ア

ジアのカンボジア王国を分析対象として、簡易人口経済計量モデルを構築し、シミュレー

ション分析を行うことを通して、先に見た簡易人口経済計量モデルの長所（上記の①、

②、③）を再確認・再検証しようとするものである。 

今回の研究で作成した簡易人口経済計量モデルは、〔コーホート・コンポーネント法〕

の簡便版と〔ハロッド=ドーマー生産関数〕を用いた供給志向型の逐次モデルを連結した

モデルである。なお、主要な人口・経済データは、2000 年～2020 年の期間のものであ

り、同国政府および諸国際機関が公表しているものを用いた。 

このモデルのシミュレーションからは、分析対象期間中の人口および国内総生産の推計

誤差はほとんどが１パーセント未満である、という良好な結果が得られた。 

なお、分析の詳細は、当日に配布するレジメ等にて発表する。 
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